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第̔章　　　費
　　費

1　業振興費
商工業振興事業

（1）特産品の振興
地元特産品の振興に資するため、協同組合富士山特産品振興会に委託して次のイベントに参加し、特

産品のPR及びൢ路の拡大に努めました。

開 催 日 行 事 名 開 催 場 所
令和 2年 11 月 7 日及び 8日 富士地域観光PR展 長 野 県 松 本 市

（2）商店街の活性化
商店街活性化事業として第1回、第2回GoTo宮町キャンペーンを実施した、宮町商店街振興組合に

408,450円を補助しました。

（3）商店街空き店舗等対策事業
商店街の空き店舗への出店者に対して、店舗内外装の改修費用や備品購入費の一部を補助しました。
交付件数　3件　　交付総額　361万2,600円

（4）住宅リフォーム宮クーポン事業
住宅関連産業及び商店街・商業店舗の活性化を図るため、住宅リフォーム宮クーポン事業を実施した

富士宮商工会議所に4,277万9,890円を補助しました。
件数　380件　　市内建設事業者工事総額　4億3,441万4,725円　　クーポン助成額　3,918万円

費ޫ؍　2
（1）市単独まつり推進事業

名 称 概 要 金額（円）
富士山まつり推進
委 員 会 補 助 金

富士山御神火まつり・富士山お山開き・宮おどり・富士のר狩り・
芝川日和の各まつりについて補助 2,471,302

成果等
各まつりとも、新型コロナウイルス感染拡大防止のため通常開催は中止されましたが、コロナ終息の願

いを込めた花火の打ち上げ等、事業内容を変更し実施された事業について補助を行い、年次度以降への継
ঝを行いました。

名 称 概 要 金額（円）
田 貫 湖 ま つ り
実行委員会補助金

市北部地域のPRとその中心に位置する田貫湖を起点とした活性化
事業の実施 1,000,000

成果等
新型コロナウイルス感染拡大防止のため例年同様の開催はされませんでしたが、コロナ終息の願い玉花

火の打ち上げ、ف願祭を実施し地域の活性化を図りました。
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（2）観光振興事業
ア　E-BIKE利用促進事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

E-BIKE 利用促進事業
E-BIKE（高性能電動アシスト付自転
車）を活用した新たな観光誘客と、地域
活性化策の検証を実施

7,999,530
公益社団法人
富 士 宮 市
観 光 協 会

随意契約

成果等
朝霧高原地区の10箇所の観光施設等において、E-BIKE（高性能電動アシスト付自転車）50台を貸出し、

新たな観光客の誘客と回遊性の向上を図りました。

イ　観光誘客活動事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

お 土 産 事 業 富士宮市の特産品を活用した誘客活動
の実施 1,241,000 協同組合富士山

特産品振興会 随意契約

成果等
新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けた観光産業の回復を目指し、静岡県と山梨県からの宿泊

者を対象に、富士宮市の特産品を活用した誘客活動と、リピーターの確保及び宿泊施設の利用促進を図り
ました。

ウ　まちなかエリアライトアップ事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

まちなかエリアラ
イ ト ア ッ プ 事 業

世界遺産として文化的価値を有する富士
山本宮浅間大社の魅了発信のため浅間大
社及び湧玉池のライトアップの実施

6,930,000
㈱千代田コン
サルタント
静岡営業所

随意契約

成果等
世界文化遺産構成資産に認定されている富士山本宮浅間大社の世界遺産としての価値を広く認識しても

らうとともに文化財を活かした観光誘客及び文化財の保全保護の啓発にܨげるため、11月12日から11月16
日までライトアップを実施し、観光客の誘客、まちなかの回遊性を高めるとともに、コロナ禍における市
民意識の高揚を図りました。

（3）　観光基൫整備事業（繰越明許分）
令和元年度に実施した次の事業を、令和2年度に繰り越して実施しました。
工　事

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

白糸の滝売店集約化
歩 経 路 等 整 備 工 事

・植栽工
・園路広場整備工
・修景施設整備工
・スロープ工

21,987,200 ㈲藁昇建設 公 募 型 指 名
競 争 入 札
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白糸の滝売店集約化に
伴うサイン設置工事

・案内板設置
・誘導板設置
・誘導板移設

1,980,000 ㈲藁昇建設 随 意 契 約

白 糸 の 滝 売 店 集 約
化 に 伴 う 緑 化 工 事

・Ḻ型プランター植栽
・プランター設置工 1,210,000 ㈲丸石造園 随 意 契 約

白糸の滝安全対策工事 ・仮囲設置工
・地表保護シート養生 1,082,400 ㈲藁昇建設 随 意 契 約

成果等
白糸の滝売店集約化に向け、造成した集約化用地内歩経路の舗装等の整備を行いました。

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

田 貫 湖 北 サ イ ト
施 設 解 体 工 事

・	田貫湖湖൞、バンガロー、
ボートハウス、駐輪場の解体 23,023,000 ㈱丸๕ 公 募 型 指 名

競 争 入 札

成果等
施設の老朽化に伴い、田貫湖湖൞及び付随施設の解体工事を行いました。

（4）施設維持管理費
ア　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

白糸の滝公衆トイレ
清 掃 管 理 業 務 トイレ等の管理及び清掃 8,600,000 公 益 社 団 法 人

富士宮市観光協会 随 意 契 約

ま ち な か エ リ ア
観光施設管理業務 トイレ及び広場の管理及び清掃 4,880,770 公益社団法人富士宮市シルバー人材センター 随 意 契 約

ま ち な か エ リ ア
植 栽 管 理 業 務 樹木剪定・消毒・施肥ほか 4,455,000 赤池造園㈱ 指名競争入札

神田川観光駐車場
管 理 業 務

駐車場の管理業務（インターフォン
受付・業務報告・売上管理業務・ࠞ
雑時案内ほか）

4,037,550 アマノマネジメントサービス㈱ 随 意 契 約

神 田 川 観 光 駐 車
場 ト イ レ 等 清 掃
及び樹木管理業務

トイレ清掃及び樹木の管理 4,127,200 公益財団法人富士宮市振興公社 随 意 契 約

イ　指定管理者による管理

名 称 概 要 金 額（ 円 ） 指 定 管 理 者

田貫湖キャンプ場施設管理業務 管理運営 4,422,000 田貫湖キャンプ場運営委員会

（5）道の駅地域振興施設運営事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法
「道の駅」朝霧高原施設管理
及 び 清 掃 業 務 施設の管理及び清掃 11,000,000 ㈱富士山 随意契約
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（6）新稲子川Թ泉ユー・トリオ運営事業
ア　利用状況
入場者数　155人
（入浴施設　休業）
（バーベキュー施設　令和2年7月1日〜令和2年9月30日のみ営業）

イ　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法

新稲子川Թ泉ユー・トリ
オ源泉井戸洗浄等業務

・源泉井戸内洗浄
・水中カメラ調査
・揚౬試験
・水質検査

13,992,000 土屋産業㈱ 随 意 契 約

成果等
源泉井戸内の洗浄および配管の洗浄を行い、スケールを除去したことにより、安定した揚౬が行えるよ

うになりました。なお、水質検査については、レジオネラ属ەの調査を行いましが、洗浄前、後とも、レ
ジオネラ属ەの検出はされませんでした。

ウ　工　事

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

新 稲 子 川 Թ 泉 ユ ー・
ト リ オ 源 泉 用 水 中
ポ ン プ ਾ 付 工 事

・Թ泉用深井戸水中ポンプਾ付
・Թ泉用水位センサ設置
・ピット、配管改修

7,986,000 小۳探߭ᮓ泉㈱ 指名競争入札

成果等
長年使用してきた揚౬ポンプを更新し、安定した揚౬を行えるようになりました。

（次年度繰越事業）
令和2年度に実施した次の事業を、令和3年度に繰り越して継続します。

名 称 工 種 ・ 概 要 金額（円） 受 注 者 契 約 方 法

新 稲 子 川 Թ 泉 ユ ー・
ト リ オ ஷ ౬ 槽・
໓ە設備等設置工事

・ஷ౬槽（源泉槽）設置
・໓ە機室設置
・場内整備

10,120,000 ㈱小野田総合
設備 指名競争入札

（7）富士山天母の౬運営事業
利用状況
入場者数　44,519人

3　࢜山Ӵੜセンター費
富士山衛生センター運営事業
富士山衛生センターは、富士山ด山によりดしました。
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4　中小ا業対策費
（1）中小企業対策事業
ア　中小企業の育成と振興を図るため、小口資金及び短期経営改善資金の利子補給を行い、育成資金に
ついては商工中金へ預託を行いました。各種融資の状況については次のとおりです。

制 度 名 小 口 資 金 短期経営改善資金 育 成 資 金

融 資 件 数 （件） 0 29 239

融 資 金 額 （円） 0 156,800,000 7,233,000,000

貸 付 現 在 件 数（件） 44 12 183

貸 付 残 高 （円） 80,161,000 66,900,000 6,103,000,000

預 託 金 額 （円） − − 10,000,000

利 子 補 給 金 額（円） 505,155 230,197 −

利 子 補 給 金 予 算 額（円） 714,000 273,000 −

対 予 算 ൺ 利 用 状 況（％） 70.75 84.32 −

イ　セーフティネット保証制度
業況の悪化している業種に属する中小企業者を支援するために、中小企業信用保険法第2条第5項第4

号に基づくセーフティネット4号認定、同法第2条第5項第5号に基づくセーフティネット5号認定、及び
同法第2条第6項に基づく危機関連保証認定事務を行いました。令和2年度の認定件数は4号認定739件、
5号認定210件、危機関連保証認定1,418件でした。

ウ　富士宮市経済変動対策貸付資金利子補給制度
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた企業の資金繰りを支援するために、静岡県制度融資「経

済変動対策貸付（新型コロナウイルス感染症対応）」を借り受けた市内事業者に対して、利子補給
を行いました。令和2年度の利子補給件数は44件、支払額は14,045,437円でした。

エ　中小企業振興࠙話会の開催
地域経済を支えてきた中小企業の振興に関する施策について、中小企業者、経済団体、金融機関及

び市が幅広い視点から協議等を行うため、4回の࠙話会を開催し、意見交換を行いました。

（2）富士宮市知的財産支援事業
ア　ห理士無料相談会
中小企業支援対策として、特許、実用新案、意ঊ及び商標の産業財産ݖに関する相談に応じること

によって、ݖ利の適正な保護及び利用の促進を図ることを目的としてห理士無料相談会を実施しまし
た。令和2年度のห理士相談の実は次のとおりです。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

݅


新規相談 2 1 1 2 1 2 0 2 3 2 0 3 19

再 相 談 2 3 2 1 3 2 4 2 1 0 1 0 21

内
訳

個 人 2 1 1 0 2 3 2 3 2 1 0 2 19

企 業 2 3 2 3 2 1 2 1 2 0 0 1 19

団体・組合 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2

૬
ஊ
内
༰

特 許 4 2 1 2 1 2 3 3 0 1 0 2 21

実用新案 0 2 1 2 2 2 1 2 1 1 0 0 14

意 ঊ 0 0 1 2 1 0 1 3 0 0 0 0 8

商 標 0 0 2 0 0 0 0 1 3 1 1 1 9

そ の 他 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3

イ　知的財産ݖ教育事業
知的財産の重要性が増す中、将来を担う生徒の知的財産に関する知識、知的創造力育成のため、市

内の高等学校において知的財産に関わる授業を実施しました。
令和2年度の授業開催実は次のとおりです。

実 施 校 授 業 内 容

静岡県立富士宮北高等学校（3年生対象） ห理士による、商標に関する授業を実施し、商標ݖを取得した学
校のイメージキャラクターの活用について学びを深めました。

ウ　知的財産ݖ取得事業費補助金
中小企業の支援対策として、特許、実用新案、商標及び意ঊの出願をする中小企業者に対し補助金

を交付しました。令和2年度の補助件数は7件でした。（内訳：特許出願2件、実用新案出願1件、意ঊ
出願1件、商標出願3件）

エ　中小企業新技術新製品出展事業費補助金
中小企業の支援対策として、新たなൢ路拡大とビジネスチャンスを求め自社の製品や新技術を展示

会や見本市等に出展しPRする中小企業者に対し補助金を交付しました。令和2年度の補助件数は2件で
した。
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5　消費ੜ׆費
消費生活向上事業
い消費者づくりを生涯学習の一環と位置付けし、消費生活センターを拠点に情報の収集及び提供などݡ

を行い、ݡい消費者の育成を目指しました。
また、消費生活の安全確保のため、近年のஶしい高齢化、情報化及び国際化の進展に伴い急速に増加し

た契約及びൢ売方法に関するトラブル等の未然防止、問題解決のための相談体制の充実、消費者の意識啓
発の推進等に努めました。

（1）消費生活相談

相談件数 相 談 内 容

667件
通信サービス・放送コンテンツ	 119件	 保健衛生品ൢ売	 65件
商品一般	 112件	 教養ޘ楽品ൢ売	 43件
食料品・健康食品ൢ売	 71件	 その他	 257件

（2）消費者教室・啓発
ア　市民生活講演会

開 催 日 内 容 講 師 場 所
令和3年2月9日 消費生活と৭࠼ 静岡৭࠼心理研究会　መ石ݾ由ل 市役所710会議室

イ　消費者被害未然防止キャンペーン

実 施 日 名 称 内 容 場 所

令和2年12月4日 消費者被害防止年末キャンペーン 啓発パンフレットほか
240部配布

市役所及び市内
商 業 施 設

ウ　まちづくり出前講座

テ ー マ 講 師 対 象 実施回数 参加人員
悪質商法・契約トラブルにרき
込まれないために 消費生活相談員 高齢者学級ほか 8回 436人

食品の表示を学ぼう 富士宮市消費者連絡協議会 中学校ほか 4回 119人

業ཱ地振興対策費　6
企業立地推進事業

（1）産業振興事業費補助金
事業規模の拡大を目的とした設備投資を行った企業に対して、投下した固定資産（土地・建物・機械

設備）に対する固定資産税・都市計画税の相当額及びै業員の新規ޏ用に係る経費の一部について、補
助金を交付しました。

交 付 先 金 額（円） 新規ޏ用者数（人）　（前年度）
河西工業㈱ 1,350,000 （3）

（2）企業立地支援事業費補助金
富士山南陵工業団地に進出した企業に対して、投下した固定資産（建物・機械設備）に対する固定資

産税の相当額について、補助金を交付しました。
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交 付 先 金 額 （円）
㈱サトウ 4,860,000

㈱望月鉄工所 3,750,000
東洋カプセル㈱ 19,097,000
三生医薬㈱ 26,931,000

（3）委　託
北山工業団地等の市有地について、緑地及び調整池等の適正な維持・管理を図りました。

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法
北山工業団地周辺
緑地等草刈業務

北山工業団地等市有地内の緑
地、調整池及び道路敷等の草刈 5,830,000 ㈱メンテ三井組 指名競争入札

北山工業団地周辺
樹 木 管 理 業 務

北山工業団地市有地内の樹木の
剪定 588,500 ㈱望月造園 随 意 契 約	

（見積り合わせ）

7　ϓϨϛΞϜ付݊事業費
プレミアム付商品券事業
プレミアム付商品券事業実行委員会補助金
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、低している地域経済の活性化及び市民のらしを応援

するため、市独自のプレミアム付商品券のൢ売等業務を実施する富士宮市プレミアム付商品券事業実行
委員会に対して補助金を交付しました。
プレミアム付商品券のൢ売セット数は50,000セットで完売しました。
補助金交付金額ʜʜ300,000,000円




